
 
 

（補足資料） 

 

高次脳機能障がい者数の推計について（補足） 

 

高次脳機能障がいの診断又は疑いのある者を７，０５４人、高次脳機能障がいの

診断のある者を３，８２７人と推計しているところ（報告書ｐ.7-8）、その年齢構成

比については以下のとおりである。 
 

診断又は疑いのある者

の年齢 
人数 構成比 

10 代未満 ０ ０.0% 

10 代 ２２９ ３.２% 

20 代 １８９ ２.７% 

30 代 ３８１ ５.４% 

40 代 １，４５８ ２０.７% 

50 代 １，２１４ １７.２% 

60 代 １，４５３ ２０.６% 

70 代 １，２４９ １７.７% 

80 代 ７６６ １０.９% 

90 代以上 １１５ １．６% 

母数(n=) ７，０５４ 100.0% 

 

 さらに、年齢などが介護保険制度に該当せずその他各種支援にもつながりにくい

方への支援の重要性の観点（報告書ｐ.39）から、年少（０～１４歳）及び生産年齢

（１５～６４歳）、老年（６５歳以上）での区分による構成比は以下のとおりであ

る。 
 

診断又は疑いのある者

の年齢区分 
人数 構成比 

年少 ２２９ ３.２% 

生産年齢 ３，９８４ ５６.５% 

（うち４０～６４歳）※ （３，４１５） （４８．４%） 

老年 ２，８４１ ４０.３% 

母数(n=) ７，０５４ 100.0% 

※介護保険制度では、６５歳以上で支援や介護を必要とすると認められた者だけではなく、４０～６

４歳で脳血管疾患等の特定疾病により要支援・要介護状態になった者も対象となる。 

 

特に、障害福祉サービスをはじめ、就労・就学など各種支援をより必要とすると

考えられる「年少・生産年齢」層は、高次脳機能障がいの診断又は疑いのある者で

４，２１３人、高次脳機能障がいの診断のある者で２，０８８人と推計される。 

診断のある者の年齢 人数 構成比 

10 代未満 ０ ０.0% 

10 代 ０ ０.０% 

20 代 ０ 0.０% 

30 代 ２４２ ６.３% 

40 代 ８０５ ２１.０% 

50 代 ６９７ １８.２% 

60 代 ７２７ 1９.０% 

70 代 ８０２ ２１.０% 

80 代 ４６４ １２.１% 

90 代以上 ９０ ２.４% 

母数(n=) ３，８２７ 100.0% 

診断のある者 

の年齢区分 
人数 構成比 

年少 ０ ０.0% 

生産年齢 ２，０８８ ５４.６% 

（うち４０～６４歳）※ （１，８４６） （４８．２%） 

老年 １，７３９ ４５.４% 

母数(n=) ３，８２７ 100.0% 
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